
TATSUGO TOWN Public Relations Magazine 2020

広  報

2020
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 国民健康保険加入者

人間ドック助成

光インターネット回線
地デジ難視聴光ケーブル
申し込み方法が変わります
龍郷町女性消防団

龍郷町の人口　令和2年２月末現在(前年比)　3,106世帯（+24） 男2,904人（-22） 女3,100人（-23） 計6,004人（-45）
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　町は秋名・幾里地区にこの春完成する体験交流型
拠点施設の名称を公募し、228通の応募から堀悦子
（中勝）さんの案『荒波龍美館』が採用されました。こ
の施設は環境文化型国立公園の特徴をいかした宿
泊・飲食・体験メニューの拠点となる複合施設です。

　県教育委員長からの通知により、本町において
も子どもたちの健康・安全を第一に考え、感染リス
クに予め備える観点から、この日の午後より臨時
休業の処置をとりました。３日から児童生徒は自宅
待機とし、毎日の検温結果を報告するなど行って

いる他、先生が
個別に訪問など
を行い健康状況
の把握に努めて
います。

　保育所のあり方検討委員会はこの度、意見をとり
まとめ最終報告書を町に提出しました。同委員会は
町民が安心して安全に子育てのできる町を目標とし、
町内５か所の保育所のあり方について平成30年８月
より協議を重ねてきました。提言の内容は保育所の民

営化についてと、施
設整備について。
「どちらも十分に検
討を重ね、利用者へ
の納得のいく十分
な説明を行うこと」
と要望しました。

　埋め立て事業で造成された玉里集落は、1979年３
月に完成、今年で40年を迎えました。圓区長は「今後
も住み良い街玉里になるために皆さまの支援、ご協
力をお願いします。」とあいさつした後、同集落にヒカ
ンザクラを寄贈した再田安廣さんに感謝状を贈呈し

ました。また式典
に合わせて記念誌
を発行。歴代区長
からのメッセージ
や、玉里の歴史、
思い出写真が掲
載されています。

　コロナウイルス感染対策として、各中学校の卒業
式は規模を縮小して行われました。龍南中学校では、
来賓、在校生は参加を見合わせ、卒業証書授与は代
表者のみとしました。冨士校長は「規模を縮小しても、
あなたたちにとって特別な日であることに変わりはな

い。胸を張り、背筋
を伸ばして、前を向
いて生きて 下さ
い。」と式辞を述べ
ました。今年度町内
では59名が中学校
を卒業しました。

　この度、龍郷町建友会（会長：中村伝一さん）か
ら大奄美を応援する相撲のぼり旗が提供されまし
た。場所期間中とおしめ公園に掲げています。「町
民の応援が力になるはず。大変ありがたい。益々頑
張ってほしい。」と竹田町長は感謝を述べました。

玉里集落40周年記念事業式典及び祝賀会

住み良い街玉里をめざして
龍郷町立保育所のあり方検討委員会
住民への説明必須

今春竣工
荒波龍美館～荒波のやどり～

中学校卒業式
最小人数での開催

龍郷町建友会
相撲のぼり旗で大奄美関を応援

町内小中学校休業
新型コロナウイルス感染拡大対策

あ ら ば り ゅ う び か ん
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申し込みの種類 自己負担金額
インターネット新規（移設含む）（注3） 32,000円
地デジ再送信新規（移設含む）（注3） 35,000円
インターネットと地デジ再送信を同時に申し込む場合（移設含む）（注3） 44,000円
すでに光インターネットを引き込み済みで地デジ再送信を追加する場合 20,000円
すでに地デジ再送信を引き込み済みで光インターネットを追加する場合 12,000円

光インターネット回線
地デジ難視聴光ケーブル

申し込み方法が変わります
龍郷町

引き込み工事の負担金額が定額となり、
申し込み時に納付いただくこととなります。

①申し込み書は、龍郷町のホームページでダウンロードするか、企画観光課にあります。地図は企画
観光課にてコピーを用意します。

②敷地内に引き込み用の柱を建てる費用や、地下埋設のための柱や引き込み用の管路の設置費用は含
みません。お申込者でご準備ください。

③地デジ再送信は、利用可能なエリアがあります。ご不明な場合には町内の電気事業者か役場担当窓
口へお尋ねください。（詳細調査が必要なため期間が必要な場合もあります。）

④地デジ再送信は、工事負担金とは別に毎月の使用料（月額 300 円、年２回徴収）の負担が発生します。

注1：お申し込みを郵送で行いたい方は、申込用紙と地図が龍郷町役場に届いた後、納付書が郵送されます
ので、工事負担金を金融機関や役場の指定金融機関窓口でお支払いください。納付が確認され次第、
注文処理を行います。（納付が確認されるまでは注文処理は行いません。）

注２：すでにお持ちのテレビを買い替える必要はありませんが、町外の電気事業者では接続ができない可能
性もあります。

注3：建物の改修や改築、建替えなどで、一時的に取り外し再度取り付ける場合や、すでに引き込み済み
のケーブル位置を変更する場合が移設にあたります。移設の場合も自己負担金が発生します。　

問合せ先：役場企画観光課  ☎0997-69-4512

申し込み書に必要事
項をご記入捺印し、新
規申し込みを希望する
建物の地図を添え提出
し、工事負担金を申し
込み時に納付。（注1）

申し込みからおおよそ
7～10開庁日後に注文
処理が完了し、日程調
整後、本島内のNTT工
事請負業者が引き込み
工事を行います。

引き込み工事が完了後、
ご利用になりたい通信
回線業者（ N T T西 日
本、NTT Docomo、
KDDI、SoftBank等）に
連絡し、回線の接続申し
込みを行ってください。

アンテナでのテレビ受
信が不可能な地区は…
地デジ再送信のテレビ
等との接続は、町内の
電気屋さん等に別途ご
相談ください。（注２）

step01
申し込み・支払い

step02
引込工事

step03
回線接続申し込み テレビも光で

役場で 業者が 各会社へ 必要な方は

申し込み

工事にかかる自己負担金額

その他の注意事項



 健康診査では発育・栄養状態の確認や、育児相談等も行っています。お子様の健やかな成長のための大切な健
診です。必ず受診するようにしましょう。※対象のお子様は、日程が近くなりましたら、郵送または母子保健
推進員から個別の案内が届きます。※9～11 か月健診は小児科にて公費受診券をご持参のうえ、受診してくだ
さい。無料で健診を受けることができます。 
 

乳幼児健診内容 

母子歯科相談について 

 

 

 

 

 

 

乳児健診 

実施月日 受付時間 対 象 児 

4 月 16 日 
（木） 

12：30 ～ 
R1.11.7 ～ R2.1.16（３～５か月） 

R1.8.7 ～ R1.10.16（６～８か月） 

6 月 11 日 
（木） 

12：30 ～ 
R2.1.17 ～ R2.3.11  （３～４か月） 

R1.10.17 ～ R1.12.11（６～７か月） 

8 月 6 日 
（木） 

12：30 ～ 
R2.3.12 ～ R2.5.6 （３～４か月） 

R1.12.12 ～ R2.2.6（６～７か月） 

10 月 1 日 
（木） 

12：30 ～ 
Ｒ2.5.7 ～ Ｒ2.7.1（３～４か月） 

R2.2.7 ～ R2.4.1（６～７か月） 

12 月 3 日 
（木） 

12：30 ～ Ｒ2.7.2 ～Ｒ2.9.3（３～５か月） 

R2.4.2 ～ Ｒ2.6.3（６～８か月） 

2 月 9 日 
（火） 

12：30 ～ Ｒ2.9.4～Ｒ2.11.9（３～５か月） 

Ｒ2.6.4 ～Ｒ2.8.9 （６～８か月） 

１歳６か月児健診 

実施月日 受付時間 対 象 児 

5 月 19 日 
（火） 

12：30 ～ Ｈ30.9.6 ～Ｈ30.11.19（１歳６か月～１歳８か月） 

7 月 21 日 
（火） 

12：30 ～ Ｈ30.11.20 ～Ｈ31.1.21（１歳６か月～１歳８か月） 

10 月 6 日 
（火） 

12：30 ～ Ｈ31.1.22 ～ Ｈ31.4.6（１歳６か月～１歳８か月） 

12月10日 
（木） 

12：30 ～ Ｈ31.4.7 ～ R1.6.10（１歳６か月～１歳８か月） 

3 月 2 日 
（火） 

12：30 ～ R1.6.11 ～ R1.9.2（１歳６か月～１歳８か月） 

３歳６か月児健診 

実施月日 受付時間 対 象 児 

4 月 21 日 
（火） 

12：30 ～ Ｈ28.7.29～ Ｈ28.10.21（３歳６か月～３歳８か月） 

6 月 30 日 
（火） 

12：30 ～ Ｈ28.10.22～Ｈ28.12.30（３歳６か月～３歳８か月） 

9 月 15 日 
（火） 

12：30 ～ Ｈ28.12.31～Ｈ29.3.15 （３歳６か月～３歳８か月） 

11月12日 
（木） 

12：30 ～ Ｈ29.3.16 ～ Ｈ29.5.12（３歳６か月～３歳７か月） 

1 月 26 日 
（火） 

12：30 ～ H29.5.13 ～ H29.7.26（３歳６か月～３歳８か月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２歳６か月児・５歳児歯科健診 

 

１歳児・４歳児・母子歯科相談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施月日 受付時間 対 象 児 

4 月 9 日 
（木） 

13：00 ～ 
Ｈ29.7.24 ～ Ｈ29.10.9（２歳６か月～２歳８か月） 

Ｈ27.1.24 ～ Ｈ27.4.9 （５歳～５歳２か月） 

6 月 4 日 
（木） 

13：00 ～ 
Ｈ29.10.10 ～Ｈ29.12.4（２歳６か月～２歳７か月） 

Ｈ27.4.10 ～ Ｈ27.6.4 （５歳～５歳１か月） 

8 月 20 日 
（木） 

13：00 ～ 
Ｈ29.12.5 ～Ｈ30.2.20（２歳６か月～２歳８か月） 

Ｈ27.6.5 ～ Ｈ27.8.20 （５歳～５歳２か月） 

11 月 5 日 
（木） 

13：00 ～ 
Ｈ30.2.21 ～Ｈ30.5.5 （２歳６か月～２歳７か月） 

Ｈ27.8.21 ～ Ｈ27.11.5 （５歳～５歳２か月） 

1 月 21 日 
（木） 

13：00 ～ 
Ｈ30.5.6 ～Ｈ30.7.21（２歳６か月～２歳８か月） 

Ｈ27.11.6 ～ Ｈ28.1.21 （５歳～５歳２か月） 

実施月日 受付時間 対 象 児 

5 月 13 日 
（水） 

13：00 ～ 
H31.3.12 ～ R1.5.13（１歳～１歳２か月） 

H28.3.12 ～ H28.5.13（４歳～４歳２か月） 

7 月 15 日 
（水） 

13：00 ～ 
R1.5.14 ～ R1.7.15（１歳～１歳２か月） 

H28.5.14 ～ H28.7.15（４歳～４歳２か月） 

9 月 9 日 
（水） 

13：00 ～ 
R1.7.16 ～ R1.9.9（１歳～１歳１か月） 

H28.7.16 ～ H28.9.9（４歳～４歳１か月） 

11月18日 
（水） 

13：00 ～ 
R1.9.10 ～ R1.11.18（１歳～１歳２か月） 

H28.9.10 ～ H28.11.18（４歳～４歳１か月） 

1 月 13 日 
（水） 

13：00 ～ 
R1.11.19 ～ R2.1.13（１歳～１歳１か月） 

H28.11.19 ～ H29.1.13（４歳～４歳１か月） 

3 月 10 日 
（水） 

13：00 ～ 
R2.1.14 ～ R2.3.10（１歳～１歳１か月） 

H29.1.14 ～ H29.3.10（４歳～４歳１か月） 

令和２年度 乳幼児健診日程表 

ご不明な点がありましたらお問い合わせ下さい。 問い合わせ先 龍郷町役場保健福祉課 62-3111 

・内科診察 ・歯科診察 ・身体計測 ・育児相談 
・むし歯予防処置（フッ素塗布）等の実施 
【受付時間】個別案内で確認 
【場所】龍郷町保健福祉センター２階 
【料金】無 料  

歯科衛生士による歯の点検やブラッシング指
導、フッ素塗布を行います。上記以外のお子様に
ついては文書での案内はありませんが、希望さ
れるお子様はどなたでも受診可能です。 

相談日の前日には防災無線で案内しますので、
ぜひお越し下さい。町広報誌の行事予定表もご確
認ください。 

が
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国保人間ドックのご案内
あなたもぜひ人間ドックを受けて健康づくりに役立ててみませんか？

　龍郷町では、国民健康保険の資格があり、申請当日40歳か
ら７４歳までの保険料を完納している世帯に属する方が指
定医療機関において、人間ドックを受診される場合、検査料
の一部を助成します。
　但し、2年に1度・世帯につき1人が対象になります。

■ 料 金 表

病院名

区分

健診料

保険者負担

自己負担額

一般
36,300円

26,300円

１0,000円

一般
37,950円

27,950円

１0,000円

女性専用
47,330円

32,330円

１5,000円

一般
62,640円

47,640円

１5,000円

一般
58,649円

43,649円

１5,000円

むかい
クリニック

名瀬
徳洲会病院

奄美
中央病院県立大島病院

人 間 ド ッ ク

　　指 定 病 院 　　　 　健 診 料 金 　
  県立大島病院         38,255円

  名瀬徳洲会病院      31,320円

      自己負担額　10,000円

PET がんドック

　　指 定 病 院 　　　 　健 診 料 金

ＰＥ/ＣＴ
140,000円

自己負担額　70,000円

厚地記念
クリニック

PET検査は、人間ドックをはじめとした、MRI
やCT等と組み合わせ、人間ドックよりも精密
に検査を行う事を目的としています。

※厚地記念クリニックにおいては、全住民
を対象に、10万円の受診料でＰＥＴ/Ｃ
Ｔドックを受けることが出来ます。尚、
交通費につきましては、船運賃相当額の
助成があります。

【申し込み/問合せ先】　　　　
龍郷町役場保健福祉課　国民健康保険係　☎0997-69-4514

国保以外の方も対象です

人間ドックの助成を受けたい方は事前に役場での
手続きが必要です。印鑑と保険証をご持参ください。
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「
最
後
に
女
二
人
旅
、
し
な
い
？
」

 

と
母
に
誘
わ
れ
た
。
場
所
は
温
泉
か
な
と
思
っ

た
が
、
母
が
貰
っ
て
き
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
綺
麗

な
海
に
行
く
旅
行
ば
か
り
だ
っ
た
。
意
外
だ
っ
た
。

「
海
、
好
き
な
の
よ
。
心
が
洗
わ
れ
る
わ
よ
ね
」

 

母
の
独
断
の
好
み
で
奄
美
に
旅
行
に
行
く
こ
と

に
な
っ
た
。
１
月
の
結
婚
式
直
前
の
12
月
の
海
は

入
っ
て
泳
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の

澄
み
切
っ
た
青
の
ま
ぶ
し
さ
を
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
母
と
二
人
無
言
で
海
を
見
て
い
た
。

母
と
し
て
何
か
言
い
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
と
思
っ
た
が
、

母
は
、

「
幸
せ
に
な
り
な
よ
」

 
と
ぽ
つ
り
と
言
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

　
私
が
結
婚
し
て
１
年
経
っ
た
頃
だ
っ
た
か
。
母

が
末
期
癌
で
突
然
他
界
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
、

あ
の
頃
か
ら
体
調
の
異
変
を
感
じ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
母
親
ら
し
い
こ
と
を
し
て
き
て
い
な

い
と
よ
く
祖
母
に
漏
ら
し
て
い
た
母
だ
っ
た
が
、

巣
立
っ
て
み
れ
ば
母
の
愛
に
包
ま
れ
て
育
っ
た
こ

と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
毎
日
だ
っ
た
。
私
は
奄

美
の
海
に
あ
れ
以
来
行
け
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も

黒
糖
を
ゆ
っ
く
り
と
口
に
含
み
空
を
見
る
。
あ
の

時
の
ゆ
っ
た
り
し
た
二
人
の
時
間
が
戻
る
よ
う

だ
。

　
そ
の
甘
さ
に
勇
気
が
湧
き
元
気
が
出
て
、
そ
し

　
奄
美
大
島
に
生
ま
れ
て
十
一
年
。
い
つ
も
ぼ
く

の
そ
ば
に
は
海
が
あ
っ
た
。
い
つ
も
の
見
慣
れ
た

景
色
。
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
青
い

海
。
当
た
り
前
す
ぎ
て
、
何
も
感
じ
な
く
な
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
奄
美
大
島
を
離
れ
た
姉
が
、
帰
省
し
た

と
き
に
つ
ぶ
や
い
た
。

「
い
や
さ
れ
る
。
」

 

そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
ぼ
く
の
気
持
ち
に
変
化
が

あ
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
、
毎
年
様
々
な
所
か
ら
多
く

学
生
の
部

優
秀
賞

　
い
や
し
の
奄
美
大
島
の
海

龍
瀬
小
６
年
　
園 

田
　
洋 

太

　
「
ド
ン
・
ド
ン
・
ド
ン
」
と
響
く
太
鼓
。
「
ザ
ー

ザ
ー
」
と
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
踊
る
波
。
岩
の
上

で
歌
う
ば
ぁ
ば
や
お
じ
ぃ
の
声
。
私
の
大
好
き
な

海
。

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
こ
の
海

は
、
私
た
ち
の
集
落
に
面
し
て
い
る
た
め
、
と
て
も

身
近
だ
。で
も
私
の
島
の
向
こ
う
に
は
、
北
極
や
南

極
ハ
ワ
イ
の
真
っ
青
な
海
岸
が
あ
る
。
母
の
母
国

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
岸
が
広
が
っ
て
い
る
と
思
う
と
、

い
つ
も
と
違
う
海
に
も
見
え
て
く
る
。

「
秋
名
の
海
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
は
、
暖
か
い
気
候

が
似
て
い
る
。
帰
る
に
は
遠
い
け
ど
、
海
を
眺
め
る

と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
出
来
事
を
よ
く
思
い
出
す
。」と
、

母
は
、こ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。私
の
住
む
集
落

学
生
の
部

優
秀
賞

　
奄
美
の
海
か
ら
届
け

秋
名
小
６
年
　
平 

山
　
怜 

乙 

名

ー第６回たつごうエッセイコンテスト「サトウキビ・黒糖」「奄美の海」ー

　
私
が
小
さ
な
頃
か
ら
仕
事
に
忙
し
か
っ
た
母
と

の
思
い
出
は
多
く
な
い
。
ほ
と
ん
ど
が
祖
母
と
過

ご
し
た
思
い
出
だ
。
洗
濯
物
の
畳
み
方
や
ボ
タ
ン

の
つ
け
方
な
ど
も
全
て
祖
母
に
教
わ
っ
た
。
母
と

話
し
た
い
、
と
思
っ
て
も
子
ど
も
な
が
ら
に
疲
れ

て
い
る
母
に
気
を
使
っ
て
い
た
。
ゆ
っ
く
り
休
ま

せ
て
あ
げ
よ
う
。
と
思
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
思

春
期
も
特
に
ぶ
つ
か
り
合
う
よ
う
な
こ
と
が
な
く

通
り
過
ぎ
、
私
は
大
人
に
な
り
結
婚
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
す
る
と

一
般・高
校
の
部

優
秀
賞

　
母
を
思
い
出
し
て

大
阪
府
三
島
郡
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越
　
寛 
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６の
観
光
客
が
や
っ
て
く
る
。
奄
美
大
島
の
海
を
眺

め
た
り
、
泳
い
だ
り
し
て
い
る
様
子
を
見
た
。も
し

か
し
て
、
こ
の
海
は
、
特
別
な
海
な
の
か
も
し
れ
な

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ぼ
く
に
は
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
会
社
で

怒
ら
れ
た
り
、
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
奄
美
大

島
の
海
を
眺
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。も
し
、
姉
の

言
う
よ
う
に
心
が
い
や
さ
れ
る
の
な
ら
、
こ
の
海

で
元
気
が
も
ら
え
る
の
な
ら
、
写
真
で
も
い
い
。こ

の
奄
美
大
島
の
海
を
い
つ
も
感
じ
て
、
元
気
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
奄
美
大
島
の
海
に
は
、
海
ガ
メ
や
オ
レ
ン
ジ
、
ブ

ル
ー
、
イ
エ
ロ
ー
、
色
と
り
ど
り
の
熱
帯
魚
が
優
が

に
泳
い
で
い
る
。
た
ま
に
姿
を
見
せ
る
サ
メ
や
ク

ジ
ラ
。ぼ
く
が
気
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
ク
ジ
ラ
が

潮
を
吹
く
姿
だ
。
広
い
海
原
に
そ
の
大
き
な
体
を

現
し
、
勢
い
よ
く
、
高
く
潮
を
吹
き
上
げ
る
。と
て

も
迫
力
が
あ
り
、な
ん
と
い
っ
て
も
か
っ
こ
い
い
。

　
釣
り
が
好
き
な
人
に
は
、
船
に
乗
っ
て
遠
く
ま

で
行
っ
て
、
思
い
思
い
に
魚
を
釣
る
の
を
お
す
す

め
す
る
。ぜ
ひ
、
奄
美
大
島
の
海
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
い
や
さ
れ
て
ほ
し
い
。

　
な
ん
と
な
く
そ
こ
に
あ
っ
た
海
。
今
は
、
ぼ
く
が

大
人
に
な
っ
て
も
キ
ラ
キ
ラ
青
く
輝
く
海
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
存
在
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
い
つ

か
ぼ
く
の
子
ど
も
や
ま
た
そ
の
子
ど
も
ま
で
、

ず
っ
と
い
や
さ
れ
る
奄
美
大
島
の
海
で
あ
っ
て
ほ

て
ち
ょ
っ
と
母
を
思
い
出
し
て
涙
が
出
る
。
口
の

中
で
溶
け
て
な
く
な
っ
た
黒
糖
の
甘
さ
が
私
の
空

気
を
柔
ら
か
く
温
か
く
包
み
込
む
。
そ
れ
は
母
の

愛
と
少
し
似
て
い
る
。
見
え
な
い
空
気
の
よ
う
に

き
っ
と
ず
っ
と
私
を
温
か
く
包
み
込
ん
で
く
れ
る

だ
ろ
う
。

　
　

し
い
。
な
ん
だ
か
海
を
き
れ
い
に
し
な
け
れ
ば
と

い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
。

か
ら
広
が
る
海
は
、
世
界
の
ど
こ
に
で
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
海
の
向
こ
う
側

が
気
に
な
る
。

　
昔
の
人
は
、
船
を
こ
ぎ
、
新
し
い
土
地
を
求
め
て

海
へ
出
た
。
手
で
パ
ド
ル
を
持
ち
、
こ
ぎ
手
と
息
を

合
わ
せ
て
新
し
い
国
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

私
も
集
落
の
祭
で
、
「
サ
バ
ニ
」
と
呼
ば
れ
る
小
さ

な
船
を
こ
い
だ
。
友
達
６
人
で
力
を
合
わ
せ
て
競

争
す
る
競
技
だ
。
力
い
っ
ぱ
い
こ
ぐ
が
進
ま
な
い
。

気
も
遠
く
な
る
し
、
う
で
も
パ
ン
パ
ン
に
な
る
。
短

い
距
離
だ
け
ど
、
と
て
も
大
変
だ
。け
れ
ど
、
昔
の

人
は
そ
う
や
っ
て
海
を
渡
っ
て
い
た
。
本
当
に
す

ご
い
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
人
と
海
は
、
昔
か
ら
深
い

関
係
に
あ
る
。

　
私
の
集
落
の
海
で
も
、
四
百
年
以
上
前
か
ら
続

い
て
い
る
行
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
平
瀬
マ
ン
カ
イ

だ
。
旧
暦
八
月
の
丙

(

ひ
の
え

)

の
日
に
行
わ
れ
、

シ
ョ
チ
ョ
ガ
マ
と
併

(

あ
わ

)

せ
て
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。「
神
平
瀬

(

か
み
ひ
ら
せ)

」「
女
童
平
瀬(

め
ら
べ
ひ
ら
せ)

」

と
呼
ば
れ
る
２
つ
の
岩
で
、「
〜
来
年
の
稲
が
な
し

畦
枕
〜
。
」
と
声
が
海
に
響
く
。
今
年
は
雨
の
予
報

で
も
、
平
瀬
マ
ン
カ
イ
が
行
わ
れ
た
。
不
思
議
な
こ

と
に
平
瀬
マ
ン
カ
イ
を
し
て
い
る
間
は
雨
が
や
ん

だ
。
そ
し
て
、
お
ば
ぁ
た
ち
が
歌
う
と
、
波
が
踊
る
。

波
の
音
に
負
け
な
い
チ
ジ
ン
の
音
。
地
域
の
伝
統

が
海
の
波
に
乗
っ
て
い
く
。
私
は
思
っ
た
。

「
秋
名
の
伝
統
。
世
界
へ
届
け
、
奄
美
の
海
か
ら
。
」
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「
最
後
に
女
二
人
旅
、
し
な
い
？
」

 

と
母
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誘
わ
れ
た
。
場
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は
温
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か
な
と
思
っ

た
が
、
母
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貰
っ
て
き
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
綺
麗

な
海
に
行
く
旅
行
ば
か
り
だ
っ
た
。
意
外
だ
っ
た
。

「
海
、
好
き
な
の
よ
。
心
が
洗
わ
れ
る
わ
よ
ね
」

 

母
の
独
断
の
好
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で
奄
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に
旅
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に
行
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こ
と

に
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た
。
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結
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の
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の
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は

入
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て
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ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
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ど
も
そ
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み
切
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た
青
の
ま
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し
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見
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た
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よ
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が
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き
元
気
が
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そ
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大
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に
生
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て
十
一
年
。
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つ
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の
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に
は
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あ
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の
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。
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主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会    後援：奄美新聞社 / 南海日々新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会

６の
観
光
客
が
や
っ
て
く
る
。
奄
美
大
島
の
海
を
眺

め
た
り
、
泳
い
だ
り
し
て
い
る
様
子
を
見
た
。も
し

か
し
て
、
こ
の
海
は
、
特
別
な
海
な
の
か
も
し
れ
な

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ぼ
く
に
は
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
会
社
で

怒
ら
れ
た
り
、
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
奄
美
大

島
の
海
を
眺
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。も
し
、
姉
の

言
う
よ
う
に
心
が
い
や
さ
れ
る
の
な
ら
、
こ
の
海

で
元
気
が
も
ら
え
る
の
な
ら
、
写
真
で
も
い
い
。こ

の
奄
美
大
島
の
海
を
い
つ
も
感
じ
て
、
元
気
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
奄
美
大
島
の
海
に
は
、
海
ガ
メ
や
オ
レ
ン
ジ
、
ブ

ル
ー
、
イ
エ
ロ
ー
、
色
と
り
ど
り
の
熱
帯
魚
が
優
が

に
泳
い
で
い
る
。
た
ま
に
姿
を
見
せ
る
サ
メ
や
ク

ジ
ラ
。ぼ
く
が
気
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
ク
ジ
ラ
が

潮
を
吹
く
姿
だ
。
広
い
海
原
に
そ
の
大
き
な
体
を

現
し
、
勢
い
よ
く
、
高
く
潮
を
吹
き
上
げ
る
。と
て

も
迫
力
が
あ
り
、な
ん
と
い
っ
て
も
か
っ
こ
い
い
。

　
釣
り
が
好
き
な
人
に
は
、
船
に
乗
っ
て
遠
く
ま

で
行
っ
て
、
思
い
思
い
に
魚
を
釣
る
の
を
お
す
す

め
す
る
。ぜ
ひ
、
奄
美
大
島
の
海
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
い
や
さ
れ
て
ほ
し
い
。

　
な
ん
と
な
く
そ
こ
に
あ
っ
た
海
。
今
は
、
ぼ
く
が

大
人
に
な
っ
て
も
キ
ラ
キ
ラ
青
く
輝
く
海
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
存
在
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
い
つ

か
ぼ
く
の
子
ど
も
や
ま
た
そ
の
子
ど
も
ま
で
、

ず
っ
と
い
や
さ
れ
る
奄
美
大
島
の
海
で
あ
っ
て
ほ

て
ち
ょ
っ
と
母
を
思
い
出
し
て
涙
が
出
る
。
口
の

中
で
溶
け
て
な
く
な
っ
た
黒
糖
の
甘
さ
が
私
の
空

気
を
柔
ら
か
く
温
か
く
包
み
込
む
。
そ
れ
は
母
の

愛
と
少
し
似
て
い
る
。
見
え
な
い
空
気
の
よ
う
に

き
っ
と
ず
っ
と
私
を
温
か
く
包
み
込
ん
で
く
れ
る

だ
ろ
う
。

　
　

し
い
。
な
ん
だ
か
海
を
き
れ
い
に
し
な
け
れ
ば
と

い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
。

か
ら
広
が
る
海
は
、
世
界
の
ど
こ
に
で
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
海
の
向
こ
う
側

が
気
に
な
る
。

　
昔
の
人
は
、
船
を
こ
ぎ
、
新
し
い
土
地
を
求
め
て

海
へ
出
た
。
手
で
パ
ド
ル
を
持
ち
、
こ
ぎ
手
と
息
を

合
わ
せ
て
新
し
い
国
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

私
も
集
落
の
祭
で
、
「
サ
バ
ニ
」
と
呼
ば
れ
る
小
さ

な
船
を
こ
い
だ
。
友
達
６
人
で
力
を
合
わ
せ
て
競

争
す
る
競
技
だ
。
力
い
っ
ぱ
い
こ
ぐ
が
進
ま
な
い
。

気
も
遠
く
な
る
し
、
う
で
も
パ
ン
パ
ン
に
な
る
。
短

い
距
離
だ
け
ど
、
と
て
も
大
変
だ
。け
れ
ど
、
昔
の

人
は
そ
う
や
っ
て
海
を
渡
っ
て
い
た
。
本
当
に
す

ご
い
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
人
と
海
は
、
昔
か
ら
深
い

関
係
に
あ
る
。

　
私
の
集
落
の
海
で
も
、
四
百
年
以
上
前
か
ら
続

い
て
い
る
行
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
平
瀬
マ
ン
カ
イ

だ
。
旧
暦
八
月
の
丙

(

ひ
の
え

)

の
日
に
行
わ
れ
、

シ
ョ
チ
ョ
ガ
マ
と
併

(

あ
わ

)

せ
て
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。「
神
平
瀬

(

か
み
ひ
ら
せ)

」「
女
童
平
瀬(

め
ら
べ
ひ
ら
せ)

」

と
呼
ば
れ
る
２
つ
の
岩
で
、「
〜
来
年
の
稲
が
な
し

畦
枕
〜
。
」
と
声
が
海
に
響
く
。
今
年
は
雨
の
予
報

で
も
、
平
瀬
マ
ン
カ
イ
が
行
わ
れ
た
。
不
思
議
な
こ

と
に
平
瀬
マ
ン
カ
イ
を
し
て
い
る
間
は
雨
が
や
ん

だ
。
そ
し
て
、
お
ば
ぁ
た
ち
が
歌
う
と
、
波
が
踊
る
。

波
の
音
に
負
け
な
い
チ
ジ
ン
の
音
。
地
域
の
伝
統

が
海
の
波
に
乗
っ
て
い
く
。
私
は
思
っ
た
。

「
秋
名
の
伝
統
。
世
界
へ
届
け
、
奄
美
の
海
か
ら
。
」
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令
和
２
年

4
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

名
誉
町
民

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

光
ケ
ー
ブ
ル

申
し
込
み

乳
幼
児
健
診

日
程
表

人
間
ド
ッ
ク

助
成

第
６
回
エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

私
〇
〇
〇

担
当
で
す

龍
郷
町
女
性

消
防
団

国
立
公
園
内

手
続
き

国立公園内での開発行為等は
手続きが必要です
　奄美群島地域は自然の風景地を保護し、その利用促進を図り、国民・県民の保健・休養・教
化に資するとともに、生物の多様性を確保することを目的とした国立公園を有します。
国立公園内では、優れた風景地を保護するため、自然公園法に基づき、各種開発行為が規制
されています。

○許可申請・届出の手続き
（１）申請・届出の様式

　・様式・必要な添付書類・記載要領については、県のホー
　  ム ページに掲載されています。

（２）標準的な処理期間
　・通常約１～３か月を必要とします。

（３）注意事項
　・行為の種類、規模、公園の種類，地種区分の違いにより
　  手続き等に違いがあること、また、行為の場所や内容
　  によっては、許可ができない場合もあることから、事
　  前に御相談ください。

　・自分の所有地でも、国立公園内での行為においては、
　  手続きが必要となります。

（４）許可申請書の提出先
　・行為地の市町村役場

○ 違反行為について
自然公園法の規定に違反しての行為や無許可で
の行為等については罰則が設けられています。

○問合せ先
国立公園の範囲や区域内での許可申請・届出につ
いて不明な点がありましたら、下記にお問い合わ
せください。

奄美自然保護官事務所（奄美大島・喜界島・与論島）

☎０９９７－５５－８６２０

大島支庁総務企画課 商工観光係
☎０９９７－５７－７２１５

龍郷町役場企画観光課（直通） 
☎０９９７－６９－４５１２

鹿児島県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ →  一般・県民の方々 →  くらし・環境 →  自然保護 

→  自然公園 →  行為許可申請書・届

工作物の
新築・改築・増築

木竹の伐採 広告物の掲出

開墾
土地の形状変更

鉱物や土石の採取 屋根・壁面の色彩
の変更

特別保護地区での
動植物の捕獲又は
採取

( 建築物を含む ) （案内板等を含む）

国立公園内において、
次のような開発行為等
を行う場合は、事前に
國や県への許可申請・
届出の手続きが必要と
なります。　　　　※一例
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ク
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光
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幼
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６
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エ
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セ
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コ
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郷
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私
〇
〇
〇

担
当
で
す

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
4
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

４
月
９
日（
木
）

　
大
倉
克
大
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

４
月
16
日（
木
）

　
菅
野
浩
平
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

４
月
23
日（
木
）

　
永
山一秀
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先・予
約
先

　奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

　市
民
生
活
係

　☎
５
２‐

１
１
１
１（
内
線
１
７
１
６
）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら

な
い
場
合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
農
家
の
み
な
さ
ま
へ
ご
案
内
で
す
。本
町

で
は
、ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
防
除
剤
購
入
補
助

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。令
和
２
年
度
よ
り

従
来
の『
マ
イ
マ
イ
ペ
レ
ッ
ト
』に
加
え
、有
機

Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
別
表
等
適
合
資
材
の『
ス
ラ

ゴ
』の
購
入
補
助
を
行
い
ま
す
。購
入
先
は

あ
ま
み
農
協
龍
郷
支
所
、助
成
率
は
薬
剤
費

の
３
分
の
１
で
す
。助
成
購
入
の
際
に
は
印

鑑
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、あ
ま
み
農
協

龍
郷
支
所
購
買
部
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
農
林
水
産
課
☎
６
９-

４
５
２
４

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
防
除
剤

購
入
補
助
事
業

　
土
地
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
期
間
は
４

月
１
日
〜
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
町
民
税
務
課
☎
６
９-

４
５
１
３

固
定
資
産
税
土
地
及
び

家
屋
価
格
等
縦
覧
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
日
、龍
郷
町
ビ
ッ
グ
ツ
ー
に
て
子

ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、大
人
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。開
催
に
あ
た
り
、使
わ

な
く
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
を
募
集
中
で
す
。

「
お
家
で
冬
眠
し
て
い
る

　 

大
き
い
ま
ご
い
、

　 

小
さ
い
ひ
ご
い
、

　 

面
白
そ
う
に
泳
が
せ
ま
す
♪
」

こ
い
の
ぼ
り
集
め
て
い
ま
す

ご
寄
附
い
た
だ
け
る
こ
い
の
ぼ
り
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
お
電
話
く
だ
さ
い
。取
り
に
伺
い

ま
す
。ま
た
は
エ
フ
エ
ム
た
つ
ご
う
ま
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

場
所
・
日
時

ビ
ッ
グ
ツ
ー
屋
外
ひ
ろ
ば

令
和
２
年
５
月
５
日（
祝
）

午
前
10
時~

午
後
３
時
　
入
場
無
料

主
催
／
問
合
せ
先

Ｇｏ
！
Ｇｏ
！
親
子
フェス
２
０
２
０
実
行
委
員
会

事
務
局
　
エ
フ
エ
ム
た
つ
ご
う
内

☎
６
２-

３
１
１
８

Ｇ
ｏ
！
Ｇ
ｏ
！

親
子
フ
ェ
ス
２
０
２
０

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
経
営
に
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企

業
者
が
利
用
で
き
る
県
の
融
資
制
度
で
す
。

(

国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
対
応)

融
資
対
象
者

最
近
１
ヶ
月
間
の
売
上
金
額
が
前
年
同
期

の
売
上
金
額
に
比
べて
20
％
以
上
減
少
し
て

お
り
、か
つ
、今
後
も
売
上
金
額
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
中
小
企
業
者

融
資
限
度
額

運
転
資
金
２
千
万
円

設
備
資
金
３
千
万
円

融
資
期
間

運
転
資
金
７
年
以
内（
う
ち
据
置
24
月
以
内
）

設
備
資
金
10
年
以
内（
う
ち
据
置
36
月
以
内
）

融
資
利
率

年
１・６
％
〜
年
２・２
％

保
証
料
率

年
０・６
５
％(

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号)

問
合
せ
先

最
寄
り
の
商
工
会
議
所・商
工
会(

組
合
は

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会)

金
融
機
関
ま
た
は
県
庁
経
営
金
融
課

☎
０
９
９-
２
８
６-
２
９
４
６

県
中
小
企
業
融
資
制
度

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
応
資
金



龍郷町消防団
女性消防団員２名入団
町内では２名の女性消防団員が入団しています。

今回、二人にお話しを伺いました。

井村 聡子さん
 芦徳在住
 染色業（金井工芸）
 2 児の母

宮之原 千覚さん
 大勝在住
 保育士（赤徳保育園）

広
報

　ど
ん
な
き
っ
か
け
で
入
団
し

た
の
で
す
か
。

井
村
さ
ん

　歓
談
の
中
で
誘
っ
て
い

た
だ
き
、
流
れ
で
入
団
し
ま
し
た
。

宮
ノ
原
さ
ん

　私
も
同
じ
で
す
。
頼

れ
る
方
か
ら
の
お
誘
い
だ
っ
た
の

で
、
入
団
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

広
報

　入
団
は
な
か
な
か
勇
気
が
必

要
だ
っ
た
の
で
は
？

井
村
さ
ん

　そ
う
で
も
な
い
で
す

よ
。
で
き
る
範
囲
で
お
役
に
立
て
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
災
害

時
、
女
性
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ

る
と
思
う
ん
で
す
。

宮
ノ
原
さ
ん

　で
す
よ
ね
。
た
と
え

ば
女
性
が
被
災
者
に
な
っ
た
時
、
男

性
だ
け
で
は
行
き
届
か
な
い
ケ
ア
が

あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
ん
な
と
き

少
し
で
も
お
役
に
立
て
た
ら
と
思
い

ま
す
。

広
報

　普
段
か
ら
筋
ト
レ
し
た
り
、

訓
練
し
た
り
し
て
る
ん
で
す
か
？

井
村
さ
ん

　そ
ん
な
大
げ
さ
な
こ
と

は
し
て
ま
せ
ん
よ
。
小
さ
い
子
ど
も

が
い
る
の
で
、
な
か
な
か
訓
練
に
は

参
加
で
き
な
い
で
す
。

宮
ノ
原
さ
ん

　私
も
な
か
な
か
訓
練

に
参
加
で
き
な
い
で
す
が
仕
事
上
、

体
力
は
あ
る
か
な
(
笑
)

　
井
村
さ
ん
は
避
難
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
、
子
ど
も
も
一
緒
に
避
難
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
心
配
で
は
な

い
で
す
か
？
と
お
訪
ね
し
た
ら
、「
大

丈
夫
か
な
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。
お
二
人
と
の
会
話
か
ら
、

肩
肘
張
ら
ず
に
「
で
き
る
範
囲
で
お

役
に
た
て
た
ら
」
と
い
う
や
さ
し
い

想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
、
龍
郷

町
の
女
性
消
防
団
。
こ
れ
か
ら
少
し

ず
つ
増
え
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

地域の防災に

あなたのチカラをかしてください

女 性 消 防 団 員 募 集 中

龍 郷 町 消 防 団

応募資格
（１）龍郷町にお住いの方　（２）年齢満 18 歳以上の方　（３）健康な方

※配属にあっては、居住されている集落の班に所属して頂きます。
また、消防団には定数があり、応募が多い場合には選考させて頂く
ことがあります。

問合せ先
龍郷消防分署　警防係　☎0997-62-2611

　火災はいつ発生するかわかりません。
また、応急手当はいつ必要になるかわか
りません。
　だから、そのためのいろいろな準備を
みんなできる限り行っています。

令和２年１月４日龍郷町
消防出初式
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。平
成
31（
令
和
元
）

年
度
新
規
採
用
と
な
り
ま
し
た
町
民
税
務

課
の
泉
真
理
波
で
す
。担
当
し
て
い
る
業
務

は
、異
動
や
証
明
に
関
す
る
届
出
や
手
続

き
、外
国
人
住
民
に
関
す
る
事
務
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
事
務
等
で
す
。役

場
玄
関
か
ら
入
っ
て
す
ぐ
の
町
民
税
務
課

窓
口
で
、町
民
の
方
々
の
対
応
を
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
川
内
集
落
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

出
身
は
沖
縄
県
で
、高
校
卒
業
後
は
東
京
に

て
看
護
の
勉
強
を
、そ
の
後
福
岡
で
は
接
客

業
を
、最
後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
て
英
語

を
学
び
な
が
ら
接
客
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

龍
郷
町
に
住
み
始
め
た
の
は
一
昨
年
の
四

月
か
ら
と
日
は
ま
だ
浅
い
で
す
が
、幼
い
こ

ろ
か
ら
年
に
二
回
は
祖
父
母
の
家
の
あ
る

龍
郷
町
に
帰
省
し
て
お
り
、私
に
と
っ
て
大

事
な
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
町
で
す
。実
際
に

住
み
始
め
て
か
ら
、浜
下
れ
や
種
お
ろ
し
、

町
民
体
育
大
会
な
ど
に
参
加
し
、町
独
自
の

行
事
を
通
し
て
町
民
の
方
々
の
温
か
さ
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
仕
事
に
関
し
て
は
、様
々
な
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
も
の

な
の
で
、間
違
い
の
な
い
よ
う
に
日
々
勉
強

し
、取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
も
担
当
し

て
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

様
々
な
申
請
や
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、そ
の
た
め
の
第
一

歩
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、皆
さ
ん
是
非
申

請
さ
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。役
場
で
は
写
真
撮

影
な
ど
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
ま
す

の
で
、ど
し
ど
し
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
も
う
す
ぐ
役
場
に
勤
め
始
め
て
１
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
一
年
は
新

し
い
こ
と
の
連
続
で
追
い
つ
い
て
い
く
の

に
必
死
で
し
た
。２
年
目
で
は
、こ
の
一
年

間
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
業
務
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。役

場
に
お
越
し
の
際
は
、お
気
軽
に
お
声
か
け

く
だ
さ
い
！
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

役場職員紹介
私〇〇〇担当です

平
成
31（
令
和
元
）年
度
新
規
採
用
と
な
り

ま
し
た
、保
健
福
祉
課
の
碩
裕
太
で
す
。高

齢
者
福
祉
係
と
し
て
主
に
町
内
の
高
齢
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、老
人
ク
ラ
ブ
や
民
生
委
員

の
活
動
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
医
療
費
や
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
の
助
成

業
務
、児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当
、特
別

児
童
扶
養
手
当
等
の
手
当
も
担
当
し
て
お

り
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
と
幅
広
い
業

務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
出
身
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
奄
美
市
で
、今

は
大
勝
集
落
に
住
ん
で
い
ま
す
。龍
郷
町
で

参
加
す
る
行
事
の
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
で

し
た
が
集
落
の
方
々
が
あ
た
た
か
く
迎
え

入
れ
て
く
だ
さ
り
、昨
年
は
集
落
の
小
学
校

の
運
動
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
多
く

の
行
事
を
楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
て
い
け

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。　

　
私
は
、普
段
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
関
わ

る
機
会
が
多
く
、こ
の
一
年
間
で
様
々
な
行

事
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。職
員
に

な
っ
て
初
め
て
参
加
し
た
町
老
人
ク
ラ
ブ

総
会
で
行
わ
れ
た
芸
能
笑
で
は
各
集
落
の

方
々
が
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
元
気
い
っ

ぱ
い
に
発
表
す
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。

　
窓
口
で
の
様
々
な
相
談
内
容
に
も
、困
っ

て
い
る
町
民
の
方
々
に
自
分
が
ど
れ
だ
け

力
に
な
れ
る
の
か
を
考
え
、そ
の
た
め
に
必

要
な
知
識
や
技
術
を
学
び
得
て
い
こ
う
と

い
う
姿
勢
を
心
が
け
て
い
ま
す
。今
後
も
町

民
の
皆
様
が
よ
り
よ
い
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
最
後
に
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、二
月
に
子

ど
も
が
生
ま
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
成
長
し

て
い
く
子
供
に
龍
郷
町
の
魅
力
を
た
く
さ

ん
教
え
て
い
け
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も

日
々
の
業
務
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

役場職員紹介
私〇〇〇担当です
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龍郷町名誉町民　
第７回

本町は、明治から昭和にかけて学者、政治家をはじめ法曹界などで活躍した偉人を多
く輩出した「人材の町」として知られています。
その偉大な功績を称え、10名が名誉町民として表彰されています。

伊東 隆治
い と う り ゅ う じ

1898年～1968年 秋名出身

1922
　

　

1946

1947

1948

1955

1964

1966

1968

2005

東京帝国大学法学部卒業（在学中、高等試験行政科
及び外交科合格）

外務省に入り、スイス・ニューシャテル大学留学後、外
務省在外大使・公使館に勤務。バンコック総領事、漢口
総領事、興亜院局長、大使官参事官（中華民国）

全国奄美連合総本部副委員長・東京本部初代委員長

参議院議員に就任

芦田内閣外務次官に就任

衆議院議員に就任

佐藤内閣経済企画政務次官

佐藤内閣自治政務次官

死去、衆議院議員退任（３期８年）

龍郷町名誉町民

● 経 歴 ●

● 功 績 ●
　父、隆明は初代龍郷村長。母ツマは福井県出身。隆治は長男として東京で生まれ、６歳か

ら秋名で育ちました。幼いころは元気が過ぎて、とても母の手に負えないいたずら坊であっ

たといいますが、その後勉学に励み、秋名小学校卒業後、鹿児島県立二中、旧制第一高等

学校に進学。一高で学んだ人材は本郡内でも数える程しかなく、いわゆる天下の俊秀とし

て誉れ高かったと言われています。更に東京帝国大学法学部を卒業後すぐ、外交官として

世界を飛び回り、要職を歴任し活躍しました。外交官時代、軍艦に乗って秋名沖まで送られ

て帰省したこと、また、秋名と名瀬間の通行は警察官の護衛付きであったことが、語り草と

なっています。

　戦後、1947年参議院議員に当選。1955年には衆議院議員として当選後、地元から要求が

高まっていた「奄美群島復興５カ年計画」の改訂に取り組むなど、日本経済・奄美群島の発

展に尽くされました。

●世の中の動き●

1946年（昭和21年）
　日本国憲法公布

1953年（昭和28年）
　日本において
　テレビ放送開始

1964年（昭和39年）
　東京オリンピック

◇参考文献◇宏洲一男．『奄美人物名鑑』アド・タイムズ奄美 1981年
　　　　　　龍郷町誌歴史編編さん委員会．『龍郷町誌 歴史編』龍郷町 1988年
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おしらせ

●一般書● ●児童書●

　ついに卒業シーズンですね。就職・転勤などで大忙し、という声

も聞かれます。子どもも大人も新しい環境への希望を胸に、大き

く羽ばたいていきましょう！

『ウェン王子とトラ』
（チェン・ジャンホン/徳間書店）

　昔、猟師に子どもを殺
された母トラが、憎しみ
のあまり夜ごと村を襲
うようになった。困り果

てた王は、占い師の予言に従い、幼い王子ウェン
をトラに差し出すため、森の奥に置き去りにする
が…。人間を憎みながらも、小さく弱いものを愛
する気持ちを忘れなかった母トラと、強く心優し
い少年に育ち、人と獣の世界を結ぶ存在となる王
子ウェン。子を想う親の気持ちに種族の違いはな
く、描かれる涙は美しい。骨太でドラマチックな
ストーリーと迫力ある絵に、ぐいぐい引き込まれ
る絵本だ。

『流浪の月』（凪良 ゆう/東京創元社）

　「普通」に生きることに息が詰
まるような苦しさを感じていた
少女と青年。二人が出会ったこ
とから「事件」が起き、世間から
「被害者」と「加害者」のレッテル
を貼られるが、少女にとっての

青年は「そのままの自分を肯定してくれる、なくて
はならない人」だった。男と女の関係でもなく、た
だひとりの人間として生きていくために、必要な
存在。大人になり再会した二人が世間の「善意」に
圧し潰されそうになりながら選んだ未来とは。「特
殊」な二人の生き方に、共感は求めていない。ただ、
そのままを受け入れてほしい。

｜今月のおすすめ｜ ｜今月のおすすめ｜

りゅうがく館の図書室で所蔵している雑誌は、バックナンバーのみ

貸出します。著作権保護のため、最新号は貸出できませんので、

ご了承ください。

・『アイデアのつくり方』（ジェームス・W.ヤング/CCCメディアハウス）
・『上野先生、フェミニズムについてゼロから教えてくだ
     さい！』（上野 千鶴子/大和書房）

・『スマホを落としただけなのに』（志駕 晃/宝島社）
・『「学力日本一！」秋田県東成瀬村のすごい学習法』

（主婦の友社）
・『中高年ひきこもり』（斎藤 環/幻冬舎）
・『マインドセット』（キャロル・S・ドゥエック/草思社）
・『林檎の樹』（ジョン・ゴールズワージー/新潮社）
・『愛するということ』（エーリッヒ・フロム/紀伊國屋書店）
・『発達障害グレーゾーン』（姫野 桂/扶桑社）　

他、合計17冊

・『フタバスズキリュウ』（たかし よいち/理論社）
・『鬼滅の刃 しあわせの花（小説）』（吾峠 呼世晴/集英社）
・『かんぺきなこども』（ミカエル・エスコフィエ/ポプラ社）
・『タイムマシンって実現できる？』

（二間瀬 敏史/誠文堂新光社）
・『ジュマンジ』（C.V.オールズバーグ/あすなろ書房）
・『ふとんやまトンネル』（那須 正幹/童心社）
・『スムート』（ミシェル・クエヴァス/BL出版）
・『Sassyのちいくえほん いっこにこ』

（La ZOO/KADOKAWA）
・『12のバレエストーリー』

（スザンナ・デイヴィッドソン/小学館）
他、合計24冊
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体育施設名

運動場

体育館

照明あり

500円

500円

照明なし

0円

500円

体育施設名

運動場

体育館

照明あり

2,000円

2,000円

照明なし

1,000円

1,000円

令和２年４月１日から
龍郷町中央グラウンド・テニスコート
町内小中学校体育館・運動場

使用料が変わります

区分

運動場
（本部側グラウンド）

野球場
ソフトボール場

テニスコート

相撲場

照明（ナイター）
1回あたり

500円

1,500円/半点灯
3,000円/全点灯

400円

午前8時～午後10時まで
1時間あたり

100円

100円

200円/1面

100円

備　考   　

※1時間未満は1時間の使
用料（例：1時間30分
利用の場合、2時間の
使用料）

※照明（ナイター）は１
回あたりのため当日で
あれば何時間でも同じ
料金

区分

運動場
（本部側グラウンド）

野球場
ソフトボール場

テニスコート

相撲場

照明（ナイター）
1回あたり

1,000円

２,500円/半点灯
５,000円/全点灯

600円

午前8時～午後10時まで
1時間あたり

200円

200円

300円/1面

200円

備　考  　

※1時間未満は1時間の使
用料（例：1時間30分
利用の場合、2時間の
使用料）

※照明（ナイター）は１
回あたりのため当日で
あれば何時間でも同じ
料金

町内小中学校

町内小中学校

町 内 居 住 者 利 用 者 の 場 合

町 外 居 住 者 利 用 者 の 場 合

わきゃシマの玉黄金

03 march

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

　　　　　　か　な　と

榮 海央斗くん  H31.3.29 生
  瀬留　父  洋市   母   美香代 

　　　　　　　　そ　　ら

沖島 昊來くん  H31.３.13 生
  中勝　父  諒一　母  優紀  

問合せ先：龍郷町教育委員会事務局０９９７－６９－４５３２
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アカヒゲ メス
　野鳥が活発に活動し、観察しやすくなってきまし

たが今年はアカヒゲのメスがよくやってきていま

す。アカヒゲは多くのバードウォッチャーに１～２

番の人気の鳥ですが、オスに比べてメスは警戒心が

強くなかなか観察する機会が少ないです。

　雄は顔が黒いですが、メスは白いので区別がすぐ

分かります。スズメぐらいの大きさですが、赤い姿

で非常に綺麗に鳴く鳥です。

【
2
月
届
出
】

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 敬

称
略

保
護
者

充裕
太

玉
里

大
勝

【
２
月
届
出
】

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

髙
橋

碩

一
護

志
優

豊
嶋

　美
智
子

林
田

　ヨ
サ
子

山
田

　政
則

里

　チ
ヨ
子

泉
二

　國
良

浦  

愛
寿
園

上
戸
口

秋
名

嘉
渡  

龍
郷
の
里

浦  

愛
寿
園

(

95)
(

97)
(

80)
(

82)
(

99)

町 長 室 で記 念 写 真
皆さまも是非いらしてください２月来庁者

中村副知事御一行 長崎大学御一行赤徳中学校２年生御一行

香
典
返
し
お
礼

・
山
田
真
砂
子（
故
山
田
政
則
）

老
人
ク
ラ
ブ
秋
名
稲
葉
会
／
老
人
ク
ラ
ブ
幾
里
稲
穂
会

秋
名
集
落
／
幾
里
集
落
／
社
会
福
祉
協
議
会

新型コロナウイルス感染症関連情報
新型コロナウイルスの情報は日々変化しています。
最新の情報は厚生労働省ホームページよりご確認下さい。 https://www.mhlw.go.jp

新型コロナウイルス関連肺炎に
ついての厚生労働省電話相談窓口

☎０１２０-５６５６５３
受付　９時 00 分～ 21 時 00 分
　　　（土日・祝日も実施）

帰国者・接触者相談センター
一般電話受付　名瀬保健所

☎０９９７-５２-５４１１
受付　８時30分～17時15分（平日のみ）

事業者向け
独立行政法人奄美群島振興開発基金

新型コロナウイルス感染症の発生により事業活動
に影響を受けている、または受ける恐れのある事
業者からのご融資、ご返済に関する相談窓口

☎０９９７-８２-０３０９
受付時間　９時 00 分～ 16 時 00 分
　　　　　（平日のみ）

フリーダイヤル

聴覚に障害のある方はじめ
電話での相談が難しい方

Fax０３-３５９５-２７５６

※

４
月
ど
ぅ
く
さ
会
開
催
に
つ
い
て

は
未
定
で
す
。
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～みんなで聖火を見守ろう～
（C)Amami City

●ギリシャ・オリンピアの太陽光で採火された炎を、リレーによっ
て開会式までつなげるオリンピック聖火リレー。

●東京2020オリンピック聖火リレーは福島県からスタートし、121
日間かけて47都道府県を巡ります。

●2020年４月28日には、聖火リレーが奄美市（名瀬）の市街地を駆
け抜けます！

●ルートは奄美文化センターから奄美市役所まで。詳細は左図を
ご確認ください。

●聖火リレーが通過するルートにおきまして、図のとおり交通規制
が行われます。ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願
いいたします。

●臨時駐車場の金久中校庭・名瀬観光バースは、午前10時から駐
車可能となります。

●前後の混雑も予想されますので、４月２８日のお昼ごろはお時
間にゆとりを持ち、通行の際は十分ご注意ください。

【お問い合わせ先】  奄美市教育委員会  0997-52-1111（内線5622）

アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：2件 2020.2.10現在

問合せ先：生活環境課☎69-4525

龍郷町行事予定４月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

旧：3月15日

旧：4月1日

■でぃでぃクラブ

入学式・始業式
■でぃでぃクラブ

民児協定例会
■たつごう在宅家族の会
りゅうがく館13:30～

■でぃでぃクラブ

■令 和 ２ 年 度生涯
学習講座開講式
りゅうがく館10：00～

■でぃでぃクラブ

■でぃでぃクラブ  りゅうがく館13：30～16：00

駐在員会 昭和の日

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

４月のどぅくさあ会、楽らく体操等
保健センター開放の日程は未定です。


